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バリ島の「マハ・ボーガ・マルガ」について
─人間開発の視点から─
磯　　晴　久
１．はじめに
２．インドネシアの貧困問題
３．バリの貧困問題
４．マハ・ボーガ・マルガ（MBM）事業の誕生
５．マハ・ボーガ・マルガ（MBM）本部訪問覚書
６．人間開発（Human　Development）の視点からMBMを見る
７．結語
１．はじめに
　著者は2001年から2009年まで，桃山学院大学が主催する国際ワークキャン
プ・インドネシア１実行委員会の委員としての活動に参加させて頂き，また
１  国際ワークキャンプ・インドネシアは，桃山学院創立100周年・大学開学25周年
記念事業の一環として1987年以来実施している「アジアの人々の協働から学ぶ」
プログラムである。このプログラムの意義は，本学学生と現地学生で編成する
キャンプ隊を，関係者の支援を基に，これまでの実践を継承しながら，学生た
ちが主体的に運営し，バリ・プロテスタント・キリスト教会設立の児童福祉施
設（アスラマ）の建設・設備整備・運営に参加することにある。それは，事前
の学習・訓練・準備によって始まる。現地の子どもたち，現地学生，施設・教
会関係者，村の人々，ホームステイ先の方々との労働・交流などの様々な活↘
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この間７回のキャンプの引率スタッフとしてワークキャンプに参与する機会
を与えられた。こうしたことがきっかけで，著者は2007年に本学総合研究所
共同研究プロジェクト「インドネシアにおける地域社会の変容」のご支援を
頂いて，バリにおけるキリスト教あるいはキリスト教会事情に関する調査・
研究の機会を与えられた。2008年には「バリ島におけるキリスト教徒宅焼き
討ち事件報告」を本学総合研究所紀要第34巻第２号に掲載して頂いた。今回
国際ワークキャンプ・インドネシア実施・継続の大功労者であり，現地の児
童擁護施設の子どもたちの支援に多大な貢献と実践活動を展開された林陸雄
教授の退職記念号に，バリ・プロテスタント・キリスト教会（以下，GKPB
と表記する）が生み出した「マハ・ボーガ・マルガ」の働きについて，共生
への挑戦として，世界的に注目を集めている「人間開発」にも触れ，その視
点を絡めながら，報告をさせて頂く。
２．インドネシアの貧困問題
　今私たちが生きている現代社会では，インターネットを通して，様々な情
報が一瞬のうちに国境を越え，地球を駆け巡り，金融，投資，貿易などの経
済活動が地球規模で拡大している。他方，2008年アメリカ大手証券会社リー
マン・ブラザーズが経営破綻し，その世界経済に与えた衝撃と不安，打撃に
見られるように，経済が良き影響も，悪しき影響も相互に密接に関係しあう
グローバル化が進行している。
　そうした中で貧困問題は，21世紀に入っても世界の大問題であり，さらに
深刻さを増しているように思われる。１日当たり１ドル以下の支出あるいは
↘ 動，そして事後の報告書作成・報告会の開催を通してなされる「協働」につい
ての総合的な体験学習であり，同時に，日本とインドネシアの関係についての
学習，バリの歴史・文化に直接触れる実生活の中でのインドネシア語学習の機
会となっている。中止や延期，途中帰国など困難を乗り越えながら，2009年で
23回を数えるワークキャンプであり，延べ400人以上が参加している。
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収入で生活している極度貧困者２は，開発途上国を中心に10億人をはるかに
越えている。［鳥飼2002：１］
　では，ここで，インドネシア共和国の貧困問題について見てみよう。1966
年にスハルト体制が成立し，「安定」と「開発」を国策の最優先課題とした
インドネシアは，海外からの積極的な資金導入によって経済発展を遂げる。
［林1995：229］インドネシアの経済成長率は，1980年まではおよそ５㌫，
1999年には半減と失速傾向となるが，アジアの他国と比べると健闘している
と言える。
　貧困率で見ると，1976年で約40㌫，1984年約27㌫，1996年約18㌫３，2005
年約16㌫，2009年では約14㌫４と発表されており，「安定」と「開発」への
努力の下で，数字の上からすると，貧困率は減少してきていることは確かで
ある。しかし，２億人という人口を考えると，現在国内に3000万人近い貧困
者が存在していることになるし，また海外からの資金導入に関して，その分
配に今なお多くの矛盾と問題を抱えるお国柄であり，地域によって貧富の格
差が極めて大きいところに問題がある。加納啓良はその著書の中で，「経済
発展による雇用の拡大と所得の工場は，基礎的人間的ニーズの充足にも事欠
く絶対的貧困層の縮小を可能にした。反面，都市的生活様式の普及にともな
う新しいニーズの拡大に収入が追いつかないことによって生じる，いわゆる
相対的貧困の問題が深刻化しつつある。また経済開発の受益者が一部の階層
や地域に偏っていること，とくに首都ジャカルタと中央の権力に直結したグ
ループへの利権と富の集中に対する地方社会からの不満の声も高まってきて
いる。」［加納 1995：257］と指摘しているが，その状況は今も続いている。
２  世界銀行では，1985年基準価格の購買力平価換算によって，１日当たり１ドル
未満の所得あるいは支出水準にある者を「極度貧困者」と定義している[鳥飼
2002：３]
３  Asian Development Bank, Poverty Assessment: Indonesia, Final Draft, 
September, 2000, P62
４ インドネシア中央統計局発表，じゃかるた新聞　2005.7　2006.7
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３．バリの貧困問題
　では，バリ州の状況はどうであろうか。やはり貧富の格差は大きく，厳し
い貧困問題を抱えている。『旅行者向けの綺麗なパンフレットであれば，バ
リ島を紹介するのにぴったりの言葉は「楽園」とでもいうことになるのだろ
うが，半エーカーかそれ以下の耕地を頼りに生活している米作農民にしてみ
れば「貧困」のほうが似つかわしい。バリ島では，貧しい人々は，ますます
貧しくなってきている。人口が今日の４分の１に過ぎなかった1930年代当時，
米作農民はそこそこの土地を持っていたのであるが，その土地が，息子たち
に分割され，さらにまたその息子たちに分割されるに及び，１戸あたりの耕
地面積は相当程度減少してしまった。耕地を拡大する見込みはどこにもない
し，人口は急激に増大し，経済的にも支援がないといったことから，農民た
ちはますます困難に取り囲まれ，トンネルの向こうに光を見出しえない状態
にたちいっている。もし収穫が思うとおり得られなかったり，穀物の市場価
格が下がったりすると，どうしようもない絶望状態になることも考えられ
る。』［ダグラス・マッケンジー，1989：108］
　こうした貧困問題が今も続いていることを，2001年からワークキャンプで
バリを訪問している筆者も肌で感じている。信号で停車した車に，新聞や雑
誌・雑貨などを売りにくる多くの青年たちがいる。観光地でTシャツや絵葉
書みやげものなどを売りに来る子どもたちがいる。ストリートチルドレンと
なり，誰かに働かされているのであろうか。あるいは毎日の食事を得るため
に，あるいは生活の糧となる日銭を稼ぐために親が働かせているのだろうか。
時には貧しい身なりの赤ん坊を連れた年若い女性が，街角で町行く人や停車
する車に小銭を求める姿を見かけることがある。
　GKPBの福祉部門の統括責任者であり，ワークキャンプにおける協働者で
もあるⅠ Ngah Swikramaは，「こうしたこどもたちの頭の中は，お金のこ
とばかりでいっぱいにされており，仮に児童養護施設に収容されても，なか
なかそこでの生活や学校での生活・勉強になじめず，またもとの生活に戻っ
てしまうことがある」と語る。
バリ島の「マハ・ボーガ・マルガ」について
― 161 ―
　こうした子どもたちやものもらいをする女性の姿は，2005年バリ州南部国
際的観光地クタで起こった自動車による爆破テロ事件で，バリの観光産業が
大打撃を受けた後，さらに増加しているように感じる。
　筆者は，またⅠ Ngah Swikramaからバリの貧困の原因として，地理的な
環境があることについても聞いた。「バリ島の南西部では，水量が豊かで米
作に適しているが，北部や西部では雨量が少なく，米作には適していないこ
とや東部は聖なる山アグン山をはじめ山々がそびえ，水量の供給には役立っ
ているが，山腹に水源がなく貧しい村々が多いなど，こうした地理的な条件
と農地の所有面積などによって農民の間にも大きな貧富の格差が存在してお
り，更に貧困家庭は教育も十分に受けることはできないので，何らかの手助
けがない限りは，ほとんど成功のチャンスはない。」
　バリには，観光や景勝地，ヒンズー寺院などの異文化体験，人々のホスピ
タリティという面から見るならば「楽園」というイメージはふさわしい。し
かし一方で，常に「貧困」問題を内在した社会でもあるのだ。
４．マハ・ボーガ・マルガ（MBM）事業の誕生
　インドネシア・バリが内在する貧困問題を，自分たちの課題として向き合
ったGKPBシノドは，海外のプロテスタント・キリスト教会やNGO・NPO
による国際的な支援活動を招致して，貧困対策に乗り出した。
　その一つが，マハ・ボーガ・マルガ事業である。
＜マハ・ボーガ・マルガ誕生を前に～２人の人物＞
　マハ・ボーガ・マルガ事業について述べる前に，是非触れておかなければ
ならない人物がいる。GKPBの大恩人とも言うべきデーヴィッド・バッソー
である。彼はニュージーランドの生まれで，ニュージーランド聖公会が運営
する児童養護施設で育ち，苦労の末建築の仕事で成功をおさめた。
　その後，オーストラリア・シドニーに移り住み，さらに建築家として成功
をおさめ，資産家となった。バッソーは若くして一代を築いた人であった。
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そして何より，私が感動を憶えるのは，バッソーと彼の夫人キャロルが，こ
の世の成功のみを追い求める人々ではなく，いつの日か信じるキリストのた
めに，困難の中にある人々のために，自分たちのスキルや資産を捧げたいと
考える信仰の人であったことだ。彼らは神に仕え，その実践として隣人愛に
生きる人たちであった。1975年に二人は彼らの事業や財産のすべてを精算し，
「マラナタ信託財団」を設立する。この財団は非営利団体で，発展途上国の
事業計画を援助し，それらの授業計画と寄付組織との関係を促進することを
目的とした。
　バッソー夫妻とバリ教会の出会いは，次のようであった。1976年に，バリ
を大地震が襲った。そしてバリ教会は大きな被害を受けた。同時期にオース
トラリアも大型台風の被害に会い，夫妻はダーウィンで台風によって破壊さ
れたキリスト教会の再建に取り組んでいた。このダーウィンの教会でバリ教
会の惨禍を耳にし，夫妻はバリに移り住んで行かれたのである。
　バッソーは，バリ教会の母なる教会と言われ，地震で大きな被害を受けた
ブリンビンサリ教会の再建を支援し，更にダム建設，診療所の建設など人々
の生活に直結する支援活動を展開していく。さらにマラナタ財団の資金供与
を受ける信用貸付制度を開始するのである。このバッソーの活動が，マハ・
ボーガ・マルガ事業誕生への大きなきっかけとなるのである。［ダグラス・
マッケンジー，1989：84～89, 110］
　更にもう一人重要人物に触れないわけにはいかない。GKPBのマストラ主
教である。マストラ主教は，GKPBのシンボルとしてマンゴー樹を選んだ。
彼はそのことについて次のように語ったという。「マンゴー樹は人々の目に
付く樹木で，調和を保ちながら環境に順応し，熱帯の気候の中で，涼しい木
陰を提供し，栄養価が高く，心身を健やかにする果物をつけると語り，ヨハ
ネの黙示録にある命の木５のように，GKPBが，バリにあって人々の心の飢
５  「その両岸には命の木があって，年に12回実を結び，毎月実をみのらせる。そし
てその木の葉は諸国の民の病を治す。」（ヨハネの黙示録22：２）
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えを満たし，さらに心だけではなく，人々の生活も満たしていけるようであ
りたい」と。［ダグラス・マッケンジー，1989：５～６］
　マストラ主教の神学は「胃袋の神学」と称され，教会の働きは，霊的問題・
人々の魂の救済に留まるのではなく，貧困の解決等，人々の物質的必要性を
満たすものでなければならないことを公に表明し，このことはGKPBの活動
のミッション（使命）の大きな柱となり，今も受け継がれている。［ダグラス・
マッケンジー，1989：72］
　奉仕と隣人愛の人バッソー夫妻と豊かなビジョンを持つ指導者マストラ主
教，こうした人々に支えられ，導かれながらGKPBは，バリの貧困問題解決
に向け歩みだすのである。
＜マハ・ボーガ・マルガの誕生＞
　1972年GKPBシノドは，すでにバリの貧困問題解決を教会のミッションの
大きな柱として取り上げていた。しかし，当の教会はまだ小さく，その財政
基盤もあまりに脆弱であったため，取り組みはうまくはいっていなかった。
この時，前述したバッソーが設立したマラナタ財団，この財団から資金供与
を受けるための信用貸付制度が突破口となった。GKPBシノドはこの信用貸
付制度に申し込まれる沢山の緊急な要望を目の当たりにして，しっかりとし
た基盤を持った事業の必要性を学んだ。
　1982年シノドは，「マハ・ボーガ・マルガ６」（充分な食糧への小道）事業
を誕生させた。これはバッソーが創設した地域開発事業を受け継ぐものであ
った。マハ・ボーガ・マルガはバリ語で，Maha Bhoga Margaのイニシャル
をとって，一般にはMBMと呼ばれ，バリのみならずインドネシア政府から
６  マハは最も価値ある，卓越したの意。ボーガは食べ物，肉体・精神の両面の糧
の意。マルガは神および他者との正しい関係の意。より詳細に訳すと「神およ
び他者との正しい関係に基づく，肉体・精神の両面の糧を確保するための最も
卓越した方法」となる。［ダグラス・マッケンジー，1989：116］
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も高い評価を得ている。
　このMBMに関して特筆すべきことは，キリスト教会やキリスト教徒を支
援するだけではなく，バリで生活するヒンドゥー教徒をはじめすべての人々
を対象とし，支援していることである。これはバッソーが設立した「マラナ
タ信託財団」の理念を継承するものであった。［ダグラス・マッケンジー，
1989：104, 110］
＜MBMの理念と初期の目標＞
　まずMBMは，マラナタ財団に倣い，インドネシア共和国の国民と国家へ
の忠誠心を表明し，社会事業を通して人々の生活水準の向上を計るとの目的
を明言する。
　その理念としては，MBMは，
①神の似姿に創造された人間の尊厳と人間の持つ潜在能力を認める。
② 神と人，人と人，人と地球資源などあらゆるものと人との和解の使命を果
たす。
③預言者的役割を果たす。（社会の変革をもたらす。）
④人々の生活の自立を促す。
⑤支援するグループの成長を促す。
⑥ 諸外国の押し付けを受けないバリ独自の事業形態を目指す，等を掲げてい
る。
　これらの目的・理念を指針として，MBM理事会は以下のような目標を初
期の段階で設定している。その一部を紹介する。
①信用貸付制度を身近なものにし，事業主を援助し事業を拡大発展させる。
② バリ社会のあらゆる経済部門（工業，商業，養殖業，農業，漁業，造園業
ほか）が抱える苦しみを軽減し，事業を成功させる経営セミナーを開催す
る。
③ すべての民衆を対象に，さまざまな経済分野（飼育業，漁業，農業，家内
工業，造園業ほか）で試験的プロジェクトを開き，また人材を育成する。
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④政府による現行の移住プログラムを促進する。
⑤雇用機会の増進と国家の発展に寄与する，等である。
 ［ダグラス・マッケンジー，1989：111～113］
　MBMは，まことにすばらしい理念や挑戦的な目標を立てた。しかし実行
となると決して平坦な道ではなかった。MBMの活動に知恵と力と人材を与
えたのは諸外国の団体であった。たとえば，1978年にはIIDI７との連携が始
まり，信用貸付制度や人材派遣・人材養成で大きな力となった。［ダグラス・
マッケンジー，1989：114］　その他にもオーストラリア教会協議会など海外
のNGO・NPOとの連携がMBMの働きを支えている。
　また，バリの各地に派遣され，教会活動・宣教活動に励んでいたGKPBの
牧師たちの果たした役割も大きかった。日本ではなかなか難しいのだが，牧
師たちは，地域社会に深くコミットしていった。彼らは人々の生活に密着し
ながら活動を行った。さながらMBMの現地の窓口としての働きを担ったの
である。
　筆者はGKPBの牧師たちが，人々の困窮・貧困問題の解決を自分たちの宣
教課題の重要な柱として明確に位置づけたからに他ならないと考えている。
日本の教会は，教育事業，医療・福祉関係など貢献は確かに大きいものがあ
る。（宣教師の果たした役割，海外からの支援が大きかった。）しかし現在，
どちらかと言うと，宣教方針が個人の魂の救済に偏り，観念的になる傾向が
強いように感じる。雇用不安，貧困率の上昇，高齢者問題，ひきこもりなど
たくさんの社会問題を抱える日本社会における宣教を考える時，この
GKPB，特にBMBの人々の生活に根ざした活動には，大いに学ぶものがあ
ると，筆者は考えている。
７ 国際開発協力機構（Institute for International Development Incorporated）。ア
メリカの非営利団体でシカゴに本部を置く。発展途上国で貧困に苦しむ人々の
必要に応えることを目的としている。
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５．マハ・ボーガ・マルガ（MBM）本部訪問覚書 （2007年２月26日）
　筆者は，2007年バリにおけるキリスト教あるいはキリスト教会事情に関す
る調査・研究の機会を与えられた際，GKPBシノドにおいて，社会貢献に緘
して重要な役割を担っているMBM本部を訪問し，本部職員Ⅰ Gede Mustik
から，お話を伺う機会を与えられた。その折の覚書をここで報告させていた
だく。
　１）GKPBシノドの組織概要について
　まずGKPBシノドの組織についてお話を伺った。（前頁，組織図参照）
GKPBシノドの運営方針・内容については，各教会からの会衆代表によって
構成される総会において審議・決定される。総会の開催は隔年である。予算
決算は４年に１度である。総会の結果に基づいて，常務理事会を中心とした
シノド議会が執行する。
　2007年度の方針は，１　祈り
　　　　　　　　　　２　奉仕
　　　　　　　　　　３　経済的自立・健康増進であった。
シノド議会の下に，５つの省がある。（前頁組織図参照）
①啓発・自治活動省
　GKPBに属する会衆（信徒）の自治活動を統括する省である。教会ごとに
会衆が各年齢層単位（全体会・子ども会・青年会・女性会・男性会・老人会）
で組織化され，様々な社会活動や研修会・地区の集会・自己啓発活動を営ん
でいる。
②ホテル　ディアナ・プラ
　ディアナ・プラは「瞑想の場」の意味で，当初は会衆の瞑想・祈り・研修
の場として出発したが，海外からのゲストの宿泊・研修場所ともなり，次第
に現在のホテルへと発展していった。教会運営上の資金調達の面で重要な位
置を占めている。
③観光産業・教育専門学校
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　上記のホテル　ディアナ・プラを実習場所に，観光産業関連事業に従事す
る人材を養成・教育するための専門学校。在籍学生は1000人をはるかに越え，
政府公認の学校に成長している。
④事業支援省
　牧師会・支援・事業の各部門を管理している。GKPBは上記のように，貧
困問題の解決のために1982年にMBMを設立し，その他，家具の製造や印刷
所，試験農場，農業指導，牧畜などの事業を開拓し，統括している。
⑤社会活動省
　伝道所部門，学校教育部門（幼稚園，小学校，中学校，高等学校，職業学
校），養護施設部門（パンティ・アスハン「ウィディ・アシ」），奨学資金部
門がおかれている。桃山学院大学国際ワークキャンプ・インドネシアでお世
話になる児童養護施設はここで統括されている。
　２）MBMの目標について
　続いて，MBM理事会の設定している目標について伺った。
　MBM理事会は以下のような目標を設定している。
① 貸付信託プログラムをより人々の身近なものにして事業主を援助し，少し
でも多くの収入をあげることができるように，事業の発展・拡大のため指
導・援助する。
② バリの貧困問題を解決するために，各産業別の経営を成功させるために必
要な専門知識を伝授するセミナーの企画と開催を行う。
③ 教会関係者に留まらずインドネシア民衆に農業，漁業，牧畜等々の分野で
経済発展をねらった試験的プロジェクトを立ち上げ，参加者がそれぞれの
地域でリーダーとなれるように指導する。
④ 諸活動を促進するために，本部，支部，試験的プロジェクト用の土地・建
物を使い，必要に応じた改善を行い，その目的と目標を高く掲げる。
　その他，国家の施策への積極的な協力・参加を表明している。
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　３）MBMの現在の活動について
　現在，特に力をいれている業務について質問した。MBMが現在力を入れ
ている業務は，貸付業務，女性の自立支援プロジェクト，健康増進プロジェ
クト，銀行業務の４つということであった。
　　Ａ，貸付業務
　① 中小企業・零細企業・個人への貸付を行っている。同時に職業訓練や資
金繰り等についても指導している。たとえば，万屋を開きたいとする人
に，経営方法についても指導する。
　② 社会的自覚や社会力の育成や醸成を図る。個人に貸付をするが，利子を
小額にし，同時に日本で言う生協のようなグループ（７人程度）を形成
させ，バリの人々の相互扶助の精神（ゴドンヨロン）を生かして，共同
で事業を運営しながら，一人ひとりの力をつけていく。グループ・メン
バーは，MBMに義務として一人１万ルピアの献金をすることを義務付
け，社会的貢献の自覚を持ってもらっている。
　③ 牛の飼育業者への貸付を行う。業者の規模は７人から150人の規模まで
ある。牛の飼育はお金がかかることと，もし牛が病気で死んでしまうと
赤字に陥る可能性があるなどリスクも大きい。無利子で融資し，政府と
も連携しながら，専門家による指導なども実施している。飼料は個人負
担が原則だが，過度な負担になることもあるので，安いトウモロコシが
手に入るなどの情報を集め，飼育者に提供している。どう黒字にしてい
くか，自立のための道を開くように努力をしている。今後の課題は有機
肥料の開発と普及である。（MBMの試験農場で取り組んでいる。）
　　Ｂ，女性の自立のためのプロジェクトの実施
　 　バリでは，女性が仕事に就き，収入を得る場所は，まだ限られている。
まず手に職をつけることが必要であるので，菓子作り，洋裁・縫製，ミシ
ンなどの技術訓練を進めている。今一番人気があるのは，バリの結婚式の
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花嫁衣裳クバヤの作成である。教会の中にも女性の小さなグループができ
て，地道に花嫁衣裳の作成に励み，収入もいいので，やる気も大きくなっ
ている。
　 　今後の課題は，バリでは縫製の店は個人経営が多いので，指導してくれ
る方々に利益があがるような方法を考えないと，スキルをわかちあっても
らえないこともあるので，指導者への謝礼や利益につながる流通やネット
ワーク作りが課題である。
　 　バリ・クタでのテロ事件以来，バリの経済は冷え込んで，なかなか回復
の兆しが見られない。特に観光に依存しているので，観光産業に復興の兆
しが見えないので，以前苦しい状況が続いている。そうした中で，女性は
よく働くし，意欲もあり，裁縫関係で仕事につく可能性が増えている。今
問題なのは男性で，なかなか仕事につけず，落ち込んでいる男性が多いと
いうことである。
　　Ｃ，健康増進プロジェクト
　 　新しいクリニックの設立，巡回医療，訪問医療のチームを作り，貧しい
村での医療活動，衛生指導，栄養指導，歯科検診，育児制限や健康管理指
導を進めている。GKPBの児童擁護施設にも巡回医療活動を実施している。
　　※ 深刻な問題として，外国人による児童買春の問題がある。NGOなど
と連携しながら，防止と被害者の救出・救援活動にもかかわっている。
　　Ｄ，銀行業務
　 　MBMでは，信用金庫というか小さな銀行も運営している。銀行として
の預金・貸付業務を行っている。貸付業務に関しては，厳しい審査がある。
　４）MBMの今後の課題について
　2011年までに，仕事を得られず落ち込んでいる男性のため，もちろんさら
に女性の自立を促すための職業訓練のためのトレーニングセンターの建設
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（現在訓練もかねて，家具製作，印刷工の育成，牛の飼育，試験農場がすで
に運営され，業務が行われている。）と充実を図る。日本のスズヤの支援を
受けているとのことであった。
　５）聞き取りを終えて
　MBMの活動は，対象がインドネシア民衆，特にバリの民衆すべてを対象
にし，また女性の自立を促すものとして，画期的であり，大変重要な働きで
ある。
　特に貸付信託業務は，貧困問題の解決にとって重要な働きである。
　筆者は，このMBMの働きと2006年にノーベル平和賞を受賞したバングラ
デシュにあるグラミン銀行（Grameen Bank）のこととが重なる。「グラミン」
という言葉は「村（gram）」に由来し，ムハマド・ユヌスが1983年に創設し
た銀行で，マイクロクレジットと呼ばれる貧困層を対象にした低金利の無担
保融資を，貧しい農村部を中心に行っている。筆者は，MBMがバリにおいて，
グラミン銀行と同様の働きへと発展することを願ってやまない。
　また，MBMの医療制度や健康増進・管理事業の充実への取り組みは，こ
うしたことへの国や州からの支援や取り組みに期待できない現状において，
重要な働きである。
　貧困の問題を常に抱え，テロ事件以来経済状況が冷え込んだバリにあって，
教会が経済活動に支援の手を差し伸べていくというのは，国際的な支援があ
るとは言え，乗り越えなければならないハードルは高い。しかし，MBMが
始まった頃は，牧師の給料も満足には払えなかった中で，取り組みを開始し
た情熱と志の高さについて伺い，挫折を乗り越えながら，一歩一歩と実現し
てきた姿を垣間見させて頂いた。GKPBがバリにおいて，人々の間にしっか
りと根を下ろすためにも，この勇気ある取り組みを賞賛したい。
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６．人間開発（Human Development）の視点からMBMを見る
　今までMBMの働きについて概観してきた。MBMの活動の中心は，貧困
問題の解決をはじめとする経済活動ではあるが，人材の育成，女性の自立，
社会問題の解決，医療や福祉の向上など，現在MBMの活動は，幅広く多岐
に及んでいる。筆者は最近，平和の構築や環境問題，国際協力などの研修へ
の参加やそこで紹介される著書に触れる中で，「人間開発」ということばに
出会う機会が多くあり，興味をもった。「人間開発」に関する書物を読むと，
GKPBの働き，特にMBMの活動と通じるものが多くあることにも気づかさ
れた。GKPBやMBMの関係者のお話や報告の中で，「人間開発」という言葉
はまだ耳にしたことはないが，一つの試みとして，「人間開発」の視点から
MBMの働きを見つめてみたい。
＜人間開発とは＞
　まず「人間開発とは何か」について述べてみよう。
　「人間開発」概念の提唱者であるマブーブル・ハク博士８は，「私たちは，
人間こそが経済開発の手段であると同時に目的であるという明白な事実を再
発見しつつある。私たちは，抽象や集合，数字を使って話すのに慣れている
ので，しばしばこの単純な真実を見失ってしまう。人間は，幸いにも単なる
抽象論で片づけることができるほどには扱いやすくないために，都合よく忘
れられてしまうのである。」と述べ，以前の開発計画が人間不在の傾向を持
つことを指摘している。［マブーブル・ハク，1997，４］
８ マブーブル・ハク（Mahbub ul Haq, 1934-98）イスラマバード（パキスタン）
の人間開発センター所長。経済学者。1989年から1995年まで国連開発計画
（UNDP）総裁特別顧問を務め，UNDPが依頼した専門家チームを率いて，年次
の『人間開発報告書』を作成。同報告書は，平均余命，成人識字率，平均就学
年数，妥当な生活水準を保つための基礎購買力に基づいて算出した人間開発指
数（HDI）を使って，各国の開発指数を比較分析している。世界銀行政策経済
部長，パキスタンの財政大臣などを歴任。著書多数。
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　「人間開発」は，人間に中心的な関心をもつ。ハクは，経済指標だけで社
会の豊かさや進歩を測ると人間不在の開発となってしまうと指摘し，これま
で考慮されなかった側面も入れて考えようと提唱したのが，「人間開発」で
ある。
　その目的は「人間自らの意思に基づいて自分の人生を選択と機会の幅を拡
大させること」とする。そのためには「健康で長生きすること」「知的欲求
が満たされること」「一定水準の生活に必要な経済手段が確保できること」
をはじめ，人間にとって本質的な選択肢を増やしていくことが必要だとする。
　「人間開発」の目指す開発は，経済的，政治的，文化的，すべての分野に
おける人々の「選択の幅（自由）」を拡大しようとするものである。人間的
なこの「人間開発」の目的は少しずつではあるが，そのコンセンサスを世界
的に広げつつある。［マブーブル・ハク，1997，日本語版へのメッセージⅰ］
　このハクの提唱した「人間開発」について聞いた時，筆者はGNHの概念
を思い出した。これは1976年ブータン第４代国王ワンチュクによって提唱さ
れた。
　社会の豊かさや進歩を，国民総生産（GNP）や国内総生産（GDP）とい
った「生産量」ではなくて，国民総幸福量（GNH），Happinessで測ろうと，
国王がブータンの開発哲学，開発の最終目標に据えたという，画期的な概念
である。また国王は，GNHの向上のために大切なことは，「社会的公正」，「環
境保全」，「文化保存」，「良い統治」であると宣言し，この実践は息子である
第５代国王にも継承されている。ブータンでは，至る所にこの２人の写真が
掲載され，人々の尊敬を集めているという。
＜人間開発の優れた点＞
　ハクと共に，国連開発計画（UNDP）が刊行する「人間開発報告書」作成
にかかわったポール・ストリーテン（ボストン大学名誉教授・開発経済学者）
は，「人間開発」を優れた概念であるとして，６つの特徴をあげている。
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① 「人間開発」は，それ自体が目的であり，それ以上の正当化は必要ではな
い。
　（先に記したように，人間に関心の中心があるということ）
② 「人間開発」は，生産性を高めるための手段である。一定水準の生活に必
要な経済手段が確保され，バランスの良い食事が摂取でき，健康で長生き
でき，さらに教育の機会や技術の獲得ができるならば，それは生産性の向
上につながる。
③ 「人間開発」は，物質的・経済的豊かさに加え，教育を受け文化的活動に
参加できる機会を増加させる。そのことによって，たとえば女子教育の質
が改善され豊かになり，女子の教育機関が長く保てると，乳児死亡率が減
少し，そのことで出生率が適正に低下する。人口の過剰な増加の抑制につ
ながる。
④ 「人間開発」は，物理的な環境にいい結果をもたらす。（環境問題の解決
につながる可能を持つ。）
⑤ 「人間開発」による貧困の軽減は健全な市民社会の建設や民主化の促進，
社会的安定に寄与する。犯罪や暴力のない安全な生活が送れる可能性を増
大させる。
⑥ 「人間開発」によって市民の不満を緩和し，政治的な安定を高めることが
ある。そのことによって自由に政治的・文化活動ができて自由に意見が言
える社会を創出できる可能性が高まる。［マブーブル・ハク，1997，序文
　ⅳ～ⅶ］
＜人間開発指数（HDI）について＞
　ハクによって提唱された「人間開発」の概念に基づいて，国連開発計画
（UNDP）は，1990年に「人間開発報告書」を創刊する。その中で，人々の
注目を集めたのが人間開発指数（HID）であった。
　この指数は，大変考えられた指数である。HIDは，平均余命，成人識字率，
平均就学年数，妥当な生活水準を保つための基礎購買力などによって算出さ
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れた。これによるとGDPでは上位にあった国が，たとえば当時３位であっ
た日本は19位に，カナダは１位から９位に，スイスは２位から17位に下がり，
他方スウェーデンは４位から１位，デンマークは15位から４位，フィンラン
ドは16位から３位に，ニュージーランドは18位から８位に上がるといった具
合である。物質的な豊かさはどうでもいいことではないが，豊かであるから
といって人生の選択の幅が拡大するとは限らない。
　たとえば，ある国が豊かになるにつれて，その国で人並みの生活を送るた
めには，今まで以上に高価な商品が必要になることがある。コンピューター
ゲームがないと，子どもが仲間はずれにされてしまうというようなことも起
こり得る。コンピューターや携帯電話がないと仕事にならないところも出て
くる。このように豊かな国でも，常に満たされない人や状況が起こりうるの
である。
　現在のアメリカ，日本などを見ると，所得の不平等は著しく，貧困率も上
昇している。貧しい人々には豊かさが再分配されずに取り残されてしまって
いる。先ほどのブータンではないが，公正やよき統治などを目指す政治的意
思がないと不平等の増大を防ぐことはできない。
　しかし，もし政府関係者や国の政策に関わる人々が，あるいは報道関係者
が，毎年発刊される「人間開発報告書」に発表された自国のHDIの順位，そ
の分析や指摘に目をとめ，耳を貸し，気にかけていくならば，自国の政策の
改善やよき影響を期待できる。現在，140以上の国が，UNDP現地事務所と
協力して，国別の報告書を作成している。人間開発報告書の結果や自国の報
告書の作成過程から，政策上の問題点や課題を再確認した国が多くでている。
　タイやウガンダ，ボツワナといった国は，かつてHIV・エイズの蔓延した
国であるが，この報告書の分析や指摘を改善に結びつけている。
＜HDIのアジアへの影響とアジアの社会意識の覚醒＞
　アジアの開発の問題点は，社会的公正が伴っておらず，常に貧困や不平等，
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格差が存在しているということであった。1990年代後半まで，経済成長とは
裏腹に，貧困に苦しみ，学校へ通うことができない児童の急増や医療サービ
スをうけることができない人々が急増していた。
　他方，1990年代後半に，社会意識の変化も生まれ始めていたのである。社
会的公正を伴った成長を求める声が強まってきたからである。中国やモンゴ
ル，ベトナムでの貧困と格差の拡大（少数民族問題）や1997年のアジア経済
危機による韓国やタイ，インドネシアの社会開発の貧弱さが社会的公正を求
める声を強くしたのである。アジア各国の「人間開発報告」が刊行され始め
たのもこの時期である。
　ここでインドネシアの開発計画庁の協力の下，UNDPが刊行した「インド
ネシア人間開発報告2001」の提言の一部をご紹介しよう。
　『報告のテーマは，「コンセンサスに向けて―民主主義と人間開発」。1997
年の政治・経済危機を踏まえて，人間開発は，安定した民主主義と市場経済
への移行に不可欠であると指摘する。政治的自由を犠牲にしたスハルト体制
の経済成長は結局のところ持続性に欠けたものであり，今後は，民主主義と
人間開発によって，広大・多様な国家における統一したコンセンサスの形成
と分権の実現というむずかしい２つの課題を統合させることが重要である。』
　この提言の中には，人間の選択の幅を拡大する自由の大切さ，適切な統治
と民主主義（社会的なセーフティネットの構築），社会的公正の実現などが
うたわれている。［吉田勝次，2003：10～16］
　周知のようにインドネシアは2004年に総選挙を実施した。赤道の八分の一
という広大な国で，２億人を超す人口，300とも言われる民族と200を超える
言語を持つ国が，いろいろと問題もあったかもしれないが，総選挙をやり遂
げたのである。その他にも国政のレベルで，地方行政のレベルで民主化への
取り組みが見られる。こうしたところにもHDIの影響が見られる。アジアで
は，中国をはじめ，フィリピンやインドネシアなど，今なお民族対立など多
くの問題・紛争を抱えている。こうしたUNDPの分析・指摘などの取り組み
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によって，またそれぞれの国が，自国で「人間開発報告」を作成することに
よって，私たちアジアの国々が，人間を大切にする国作り，民主的な社会作
りへと変革されていくと著者は考える。
＜人間開発からMBMを見る＞
　以上，「MBM」の働きと「人間開発」について概観してきた。著者は「MBM」
と「人間開発」のそれぞれの概念に共通するものが多くあると考えている。
　人間開発の視点から，MBMを見てみよう。
① 「MBM」は，バリの貧困問題解決を課題としてスタートした。取り組み
の多くは経済活動に関することである。しかしその根底に流れているのは，
バッソー，マストラ主教をはじめ関係者，海外の支援者のバリの人々，特
に生活に困窮する人々への愛情と，協働・連帯しようとする意思である。
まず「愛」ありきである。これは「人間開発」の根底を流れる「人間を中
心に」「人間へのやさしさ」と共通するものである。
② 「MBM」も「人間開発」も共々に，人材の育成，またこうした働きを通
して社会をよりよく変革していこうとする目標をもっている。特に，
MBMの女性の自立を図るプロジェクトは，性差に関心を持つHDIの考え
に通じる。
③ 「人間開発」は，「長寿で健康な人生を送ること」が，人生において選択
の幅を広げ，人が多くの機会を得るために必要であるとする。このことは
「MBM」が医療制度の充実や健康増進・管理のプロジェクトに力をいれ
ていることと共通する目標である。
④ 「人間開発」は，「適正な生活水準を保つために必要な資源を入手すること」
が，人生における選択肢を広げ，多くの機会をえるために必要と考える。
これは「MBM」が，バリのあらゆる人を対象に，貸付信託業務を行い，
農業・漁業・牧畜・商業などの各産業の分野を視野に入れてプロジェクト
を立ち上げ，指導をしていく姿勢と共通する。
⑤ 「人間開発」は，人々が「地域社会における活動に参加すること」が大切
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なことであるとする。「MBM」は個人への支援だけでなく，共同の事業
の促進を促し，支援し，社会的自覚の滋養や社会的貢献への自覚を持つよ
うに指導していく。こうした姿勢にも共通点がある。
⑥ 「MBM」はGKPBシノドに属しているので，シノドの社会活動省とも関
わりをもっている。社会活動省の働きにはGKPBの伝道所部門だけでなく，
学校教育部門と，養護施設部門がある。
　現在「MBM」は，GKPB，学校教育部門や養護施設部門に対して，以下
のような支援を行っている。
　Ａ，クリニックの開設や巡回医療・衛生指導
　Ｂ，収益の５㌫を養護施設部門をはじめ社会活動省への支援に当てる。
　Ｃ，印刷業務でGKPB，学校教育部門，養護施設部門の印刷物を請け負う。
　Ｄ， 家具製作業務でGKPB，学校教育部門，養護施設部門の設備整備を請
け負う。
　Ｅ，養護施設部門の側面支援，基盤整備のために農業指導を行っている。
　 　これらは「人間開発」の目指すところと合致する援助である。
　 　「人間開発」は「知識を獲得すること，成人識字率・総就学率」に強い
関心を持つ。人がその人生において，選択肢を拡大し，多くの機会を得る
ために，また社会をよりよく変革していくために，教育の果たす役割の大
きさに着目している。上記したように「MBM」は様々な支援を学校教育
部門や養護施設部門に行っている。すでに児童養護施設は，医師，看護師，
保健師，教師，児童養護施設スタッフ，GKPBの牧師などを多数輩出して
いるが，著者は，「MBM」がその活動をさらに盛んにし，収益を上げ，
一層GKPBが運営する学校教育部門や養護施設部門への支援を拡大し，子
どもたちや青年たちの育成に力を注いでいただきたいと願っている。
　 　明日のバリを，明日のインドネシアを変革し支えていくのは，子どもた
ちであり，青年たちであるからだ。インドネシアのHDI順位は，105位か
ら111位のあたりにある。貧困問題だけでなく，就学率についても都市部
と地方部で大きな格差がある。中等教育以前の就学率は大変検討している
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が，中等教育以後はこれからである。HDI順位を上げるために，一番大切
な課題は，教育である。［鳥飼行博，2007：198，199］
　MBMが，「人間開発報告書」のHDIをはじめ，インドネシアの順位や指摘
に耳を傾け，活動の一つの指針として取り込んでいくことで，その働きをさ
らに豊かにしていくことができるのではないだろうか。そのことは，私たち
が生きる日本社会にも当てはまることである。
７．結語
　著者は，この2010年３月でチャプレンとしての任期を終える。９年間国際
ワークキャンプ・インドネシアから，そしてGKPBの関係者や今回報告させ
て頂いたMBMの活動等から多くのことを学ばせて頂いた。今後もGKPB，
MBMの働きに注目し，更なる発展を祈念したい。
　こうした学びや貴重な経験の機会を与えてくださった桃山学院大学関係
者，そしてIWC参加学生たちにも，心から感謝したい。これからキリスト
教会の現場に戻るが，日本社会も大きな問題を抱えており，学ばせていただ
いたことを生かし用い，社会と人々に貢献できればと考えている。
　またこのようにキリスト教論集に，「MBM報告」，それも大変お世話にな
った林陸男教授の退職記念号に掲載させて頂き，心から感謝申し上げたい。
林教授は，まことに優れた実践家であり，人々，特に子どもたちには深い愛
情を注いでおられる。GKPB，とくに児童養護施設と子どもたちへの貢献，
和泉市の教育現場への貢献は多大である。林教授がその健康が守られ，更に
自由な立場でバリや和泉の地域に，大きな貢献をされることを願って結びと
させて頂く。
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